
大屋・伊藤・橋本・村山
石岡・石澤・伊藤・菊地

5組 ３班







直径5mm以下の小さなプラスチック。

・マイクロプラスチック成分を取り込んだ
魚介類を摂取することによる人体への⾧
期的な影響の恐れ。

・軽量で丈夫ですが、それにより流されや
すく、海や川にたまっていってしまうた
め、魚介類が誤食してしまう。



フィリピンの海岸で見つかったクジラの死骸

40kgに及ぶプラごみが見つかった！！

「誤食や絡まりによる生物」

ビニール袋に絡まってしまったカメ





①食べられる”包装材の活用

②キャッサバが原料の
プラスチックバッグ



「Ooho（オーホゥ）」という包装
材。なんとこの包装材は食べること
ができる。ランナーは「Ooho」に
包まれた飲料をそのまま口に含むこ
とができるため、ペットボトルなど
のゴミが減る。

Oohoで包装された飲料がロンドンマラソ
ンのランナーに手渡される様子 キャッサバを利用した

プラスチックバッグ

100%天然素材であり、数カ月で自然に分解され土に
還るのが特徴。マイクロプラスチックになることな
く完全に融解できる。毒性はなく、生物が摂取して
も消化可能とされているため、誤食によって亡くな
る生物が減る。




